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●�

イ
ラ
ン
経
済
制
裁
と
民
主
化
へ

の
期
待

　
昨
二
〇
〇
九
年
六
月
の
大
統
領
選
挙

以
降
、
イ
ラ
ン
の
現
体
制
に
対
す
る
国

際
社
会
の
見
方
が
大
き
く
転
換
し
て
き

て
い
る
。
今
年
の
六
月
に
国
連
安
全
保

障
理
事
会
は
イ
ラ
ン
追
加
制
裁
決
議
を

採
択
し（
ブ
ラ
ジ
ル
と
ト
ル
コ
は
反
対
、

レ
バ
ノ
ン
は
棄
権
）、
こ
れ
を
主
導
し

た
ア
メ
リ
カ
は
E
U
や
ロ
シ
ア
な
ど
と

も
連
携
し
て
独
自
の
制
裁
措
置
を
実
施

し
て
い
る
。
九
月
二
九
日
に
は
ア
メ
リ

カ
は
初
め
て
人
権
弾
圧
を
理
由
と
す
る

経
済
制
裁
（
イ
ラ
ン
高
官
八
名
が
制
裁

対
象
）
を
発
表
し
た
。

　
九
月
に
入
っ
て
日
本
お
よ
び
韓
国
も

独
自
の
経
済
措
置
を
実
施
し
て
お
り
、

日
本
は
ア
ー
ザ
ー
デ
ガ
ー
ン
油
田
開
発

事
業
か
ら
の
完
全
撤
退
を
発
表
、
す
で

に
実
質
的
に
は
中
国
に
開
発
権
が
移
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
西
側
各
国
の
厳
し

い
対
イ
ラ
ン
姿
勢
を
改
め
て
示
す
結
果

と
な
っ
た
。
一
〇
月
に
は
欧
州
の
石
油

会
社
四
社（
ロ
イ
ヤ
ル
ダ
ッ
チ
シ
ェ
ル
、

ト
タ
ル
、
ス
タ
ト
イ
ル
、
E
N
I
）
も

イ
ラ
ン
と
の
取
引
中
止
を
発
表
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
動
き
を
単
に
ア
メ
リ
カ

の
圧
力
の
結
果
と
の
み
考
え
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
だ
が
経
済
制
裁
措
置
の
発
動
に
よ
る

国
際
的
な
包
囲
網
が
直
ち
に
イ
ラ
ン
現

体
制
の
弱
体
化
に
結
び
付
く
の
か
と
い

え
ば
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

イ
ラ
ン
の
政
治
体
制
は
潤
沢
な
石
油
収

入
に
よ
っ
て
財
政
的
に
支
え
ら
れ
て
お

り
、
イ
ラ
ン
の
体
制
が
危
機
に
直
面
す

れ
ば
石
油
価
格
の
高
騰
を
招
い
て
逆
に

体
制
の
延
命
に
つ
な
が
る
と
い
う
側
面

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
特
集
の
分
析
を
み
る
と
、
一
九
七

九
年
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
で
成
立
し
た

現
体
制
が
近
い
将
来
に
根
本
的
に
覆
さ

れ
る
と
い
う
見
方
は
ど
こ
に
も
示
さ
れ

て
い
な
い
。
だ
が
同
時
に
国
内
的
に
も

対
外
的
に
も
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
︱
ア
フ
マ

デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
体
制
の
正
統
性
が
著

し
く
揺
ら
い
で
き
て
い
る
と
い
う
認
識

は
各
論
者
に
ほ
ぼ
共
通
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
六
月
一
二
日

の
大
統
領
選
挙
以
後
に
繰
り
返
し
示
さ

れ
て
き
た
抗
議
運
動
の
広
範
な
広
が
り

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
体
制
自
体
の
民
主

化
に
向
け
て
自
律
的
な
社
会
的
運
動
が

形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
が
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
イ
ラ
ン
は
一
九
七
九
年
の
革
命
後
、

ホ
メ
イ
ニ
ー
の
独
自
の
神
学
理
論
か
ら

導
か
れ
た
統
治
理
念
で
あ
る
「
神
学
者

の
統
治
」（
ヴ
ェ
ラ
ー
ヤ
テ
・
フ
ァ
ギ
ー

フ
）
論
を
根
幹
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
体

制
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ

リ
カ
お
よ
び
イ
ス
ラ
エ
ル
と
対
峙
す
る

現
在
の
国
際
的
な
位
置
を
築
い
て
き

た
。
だ
が
ケ
イ
ワ
ン
論
稿
も
指
摘
す
る

よ
う
に
、
そ
れ
は
同
時
に
イ
ラ
ン
国
内

の
民
主
化
勢
力
（
そ
れ
は
し
ば
し
ば
革

命
を
担
っ
た
当
時
の
青
年
層
で
あ
っ

た
）の
暴
力
的
な
弾
圧
を
伴
っ
て
お
り
、

イ
ラ
ン
の
民
主
化
は
果
た
し
て
可
能
か

鈴
木
　
均

― 特 集 ―
イランの民主化は

可能か
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現
体
制
の
独
裁
主
義
的
な
性
格
は
革
命

当
初
か
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
統
治
理
念
そ

の
も
の
に
胚
胎
す
る
と
の
議
論
が
イ
ラ

ン
の
内
外
で
盛
ん
に
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
冒
頭
の
フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
ィ
ー
論
稿
に
も

み
ら
れ
る
こ
う
し
た
イ
ラ
ン
革
命
の
真

摯
な
捉
え
直
し
作
業
は
、
イ
ラ
ン
社
会

そ
れ
自
体
が
構
造
的
な
変
化
を
経
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
の
検
証

が
可
能
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

で
は
筆
者
が
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
一

年
ま
で
に
実
施
し
た
イ
ラ
ン
の
地
方
中

小
都
市
（
ル
ー
ス
タ
ー
・
シ
ャ
フ
ル
、
ペ

ル
シ
ャ
語
で
「
農
村
」
と
「
都
市
」
を

接
合
し
た
新
造
語
）
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
の
結
果
を
基
に
考
察
し
て
み
た
い
。

●�

二
〇
世
紀
初
頭
以
来
の
イ
ラ
ン

の
近
代
化
過
程

　
一
九
世
紀
以
前
の
イ
ラ
ン
に
お
い
て

は
都
市
社
会
、
農
村
社
会
、
そ
し
て
遊

牧
民
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
社
会
文

化
空
間
を
成
立
さ
せ
て
い
た
。
だ
が
19

世
紀
後
半
以
来
の
西
欧
的
な
近
代
思
想

の
流
入
と
立
憲
主
義
に
よ
る
統
治
理
念

の
定
着
を
経
て
、
一
九
二
〇
〜
三
〇
年

代
の
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
期
に
は
国
家
主

導
に
よ
る
上
か
ら
の
近
代
化
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
を
通
じ
て
都
市
部
に
お
い
て

近
代
的
生
活
の
導
入
が
推
進
さ
れ
る
と

と
も
に
、
中
央
集
権
化
に
対
す
る
前
近

代
的
な
抵
抗
勢
力
の
象
徴
と
さ
れ
た
遊

牧
部
族
は
時
に
は
軍
事
力
を
も
っ
て
定

住
化
を
強
制
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
レ

ザ
ー
・
シ
ャ
ー
の
退
位
と
一
九
五
二
年

の
モ
サ
ッ
デ
ク
首
相
に
よ
る
民
族
主
義

の
高
揚
期
を
経
て
、イ
ラ
ン
社
会
に
と
っ

て
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
は
モ
ハ

ン
マ
ド
・
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
に
よ
る
「
白

色
革
命
」（
一
九
六
二
年
〜
）
で
あ
っ
た
。

農
地
改
革
を
中
核
と
し
た
こ
の
近
代
化

政
策
に
よ
っ
て
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
国
王
は

地
方
の
地
主
階
級
を
一
掃
し
、
都
市
化

と
工
業
化
に
よ
っ
て
中
東
随
一
の
親
米

国
家
と
し
て
急
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
一
年
に
ペ

ル
セ
ポ
リ
ス
の
遺
跡
で
挙
行
さ
れ
た
建

国
二
五
〇
〇
年
記
念
祭
は
、
パ
フ
ラ

ヴ
ィ
ー
朝
イ
ラ
ン
の
威
信
を
国
際
的
に

誇
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
同
時
に

こ
の
頃
か
ら
秘
密
警
察
（
S
A
V
A
K
）

に
よ
る
反
対
勢
力
の
徹
底
的
な
弾
圧
も

社
会
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
一
九
七
九
年
の
革
命
は
、
こ
う
し
た

イ
ラ
ン
の
急
激
な
近
代
化
政
策
と
オ
イ

ル
ブ
ー
ム
に
沸
く
社
会
的
風
潮
に
対
す

る
都
市
部
青
年
層
の
漠
然
と
し
た
不
安

と
抵
抗
感
か
ら
始
ま
り
、
都
市
部
の
宗

教
的
・
伝
統
的
な
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
媒
介
と
し
て
や
が
て
巨
大
な
社
会

的
抵
抗
の
奔
流
に
ま
で
発
展
し
て
行
っ

た
。
そ
の
際
に
革
命
の
象
徴
と
し
て
登

場
し
た
の
が
一
九
六
五
年
以
来
イ
ラ
ク

の
ナ
ジ
ャ
フ
に
亡
命
し
て
い
た
ホ
メ
イ

ニ
ー
で
あ
る
。
彼
は
革
命
の
う
ね
り
が

高
ま
っ
て
以
降
は
パ
リ
郊
外
の
ノ
ー
プ

ル
・
ル
・
シ
ャ
ト
ー
に
居
を
移
し
、
や

が
て
帰
国
し
て
彼
の
イ
ス
ラ
ー
ム
統
治

体
制
の
構
想
を
実
現
す
る
。

　
ホ
メ
イ
ニ
ー
は
イ
ラ
ン
の
革
命
を

「
被
抑
圧
者
」（
モ
ス
タ
ザ
フ
ァ
ー
ン
）

の
革
命
と
規
定
し
、
革
命
に
よ
っ
て
先

ず
救
済
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
遠
隔
の
地

に
住
む
貧
し
い
農
民
た
ち
で
あ
る
と
し

た
。
こ
の
発
言
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た

ジ
ハ
ー
ド
・
サ
ー
ザ
ン
デ
ギ
ー
（
聖
戦

建
設
隊
）
は
、
当
初
は
革
命
意
識
に
燃

え
る
都
市
部
の
若
者
た
ち
が
農
村
部
に

「
下
放
」
さ
れ
て
農
作
業
に
従
事
す
る

な
ど
の
試
行
錯
誤
も
あ
っ
た
が
、
や
が

て
イ
ラ
ン
の
全
国
に
散
ら
ば
る
農
村
を

舗
装
道
路
で
繋
ぎ
、
電
気
、
水
道
・
ガ

ス
、
学
校
、
保
健
所
、
電
話
局
な
ど
の

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
を
急
速
に
普
及
さ
せ

る
推
進
力
と
な
っ
た
。

　
他
方
で
革
命
直
後
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

カ
ー
タ
ー
政
権
と
対
峙
し
、
や
が
て
米

大
使
館
人
質
事
件
で
ア
メ
リ
カ
と
決
定

的
に
対
立
す
る
に
い
た
っ
た
イ
ラ
ン
の

革
命
政
府
は
一
九
八
〇
年
九
月
以
降
イ

ラ
ク
と
の
戦
争
に
突
入
し
、
そ
の
後
八

年
間
に
お
よ
ん
だ
戦
争
で
数
十
万
人
の

戦
死
者
（
シ
ャ
ヒ
ー
ド
、「
殉
死
者
」

の
意
）
を
出
す
に
い
た
る
。
こ
の
イ
ラ

ン
近
代
史
上
初
め
て
の
悲
惨
な
国
民
戦

争
は
、
同
時
に
全
国
的
に
各
農
村
ま
で

及
ん
だ
戦
死
者
の
家
族
や
前
線
か
ら
帰

還
し
た
元
兵
士
を
通
じ
て
、
地
方
遠
隔

地
に
ま
で
国
家
機
構
の
神
経
の
末
端
を

張
り
巡
ら
せ
る
初
め
て
の
機
会
を
イ
ラ

ン
中
央
政
府
お
よ
び
軍
部
に
も
た
ら
す

こ
と
に
な
っ
た
。

●�

革
命
後
の
イ
ラ
ン
農
村
部
に
お

け
る
構
造
変
容

　
こ
う
し
た
革
命
前
後
か
ら
の
様
々
な

要
因
に
よ
っ
て
、
急
激
に
増
大
す
る
人

口
を
か
か
え
る
イ
ラ
ン
の
農
村
部
で
は

こ
の
三
〇
年
で
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
い

新
た
な
地
方
中
小
都
市（
ル
ー
ス
タ
ー
・

シ
ャ
フ
ル
）
の
形
成
が
急
速
に
進
行
し

て
き
た
。
こ
れ
ら
ル
ー
ス
タ
ー
・
シ
ャ

フ
ル
の
性
格
や
形
成
要
因
は
多
様
で
あ

り
必
ず
し
も
一
律
に
は
論
じ
ら
れ
な
い

が
、
総
じ
て
い
え
ば
革
命
後
の
イ
ラ
ン

社
会
に
お
け
る
独
自
の
内
在
的
発
展
が

最
も
顕
著
に
現
れ
た
場
所
で
あ
り
、
農

村
か
ら
都
市
へ
の
移
行
過
程
に
あ
る

マ
ー
ジ
ナ
ル
な
空
間
で
あ
る
と
同
時
に

多
く
の
場
合
に
は
各
地
域
社
会
の
結
節

点
と
な
っ
て
い
る
。

　
ル
ー
ス
タ
ー
・
シ
ャ
フ
ル
が
全
国
各

地
に
存
在
し
て
い
る
現
在
の
イ
ラ
ン

は
、
い
わ
ば
各
地
方
に
お
け
る
中
核
都
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市
の
外
部
空
間
に
広
義
の
社
会
的
中
間

層
を
大
量
に
抱
え
て
い
る
状
態
で
あ
る

と
い
え
る
。
老
人
人
口
を
多
く
抱
え
る

日
本
の
農
村
部
な
ど
と
異
な
り
、
ル
ー

ス
タ
ー
・
シ
ャ
フ
ル
に
滞
留
す
る
人
口

の
多
く
は
一
〇
代
か
ら
二
〇
代
の
若
年

層
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
の
衛
星
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
に
よ
っ
て
都
市
・
地

方
間
の
情
報
格
差
は
ほ
ぼ
無
く
な
っ

た
。
ア
ー
ザ
ー
ド
大
学
や
パ
ヤ
ー
メ

ヌ
ー
ル
大
学
な
ど
の
地
方
都
市
へ
の
展

開
に
よ
っ
て
高
等
教
育
の
機
会
も
全
国

的
に
平
準
化
し
て
き
て
い
る
。
何
よ
り

も
彼
ら
自
身
の
意
識
の
な
か
で
、
イ
ラ

ン
は
「
全
国
的
に
」
都
市
化
の
過
程
を

経
て
い
る
の
で
あ
り
、
都
市
か
ら
隔
絶

し
た
孤
立
的
な
農
村
と
い
う
も
の
は
イ

ラ
ン
国
内
の
主
要
地
域
に
お
い
て
も
は

や
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
昨
年
六
月
以
降
の
抗
議
運
動
は
、
テ

ヘ
ラ
ン
な
ど
大
都
市
の
大
学
生
を
中
心

と
す
る
都
市
中
間
層
に
よ
っ
て
主
に
担

わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば

言
わ
れ
る
。
だ
が
昨
年
九
月
の
段
階
で

纏
め
ら
れ
た
抗
議
運
動
側
の
犠
牲
者
リ

ス
ト
を
み
る
と
、
最
も
弾
圧
が
激
し

か
っ
た
テ
ヘ
ラ
ン
以
外
に
エ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
、
ケ
ル
マ
ー
ン

シ
ャ
ー
に
お
い
て
も
死
者
の
出
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
昨
年
12

月
の
タ
ー
ス
ー
ア
ー
・
ア
ー
シ
ュ
ー

ラ
ー
の
服
喪
行
事
に
お
い
て
は
全
国
二

二
都
市
で
の
抗
議
デ
モ
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
抗
議
運
動
側
が
こ
の
段
階
で
イ

ラ
ン
全
国
三
〇
州
の
各
州
都
に
匹
敵
す

る
数
の
都
市
で
あ
る
程
度
の
動
員
力
を

も
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　
こ
こ
で
現
在
「
緑
の
運
動
」
の
主
導

者
の
ひ
と
り
で
あ
る
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
元

候
補
が
提
唱
し
て
い
る
「
社
会
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
ケ
イ
ワ
ン
論
稿
を
参
照
）

の
強
力
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
網
が
現
在
イ
ラ
ン
の
地
方
社
会

に
お
い
て
ど
の
程
度
の
深
度
ま
で
及
ん

で
い
る
か
を
、
筆
者
の
ご
く
限
ら
れ
た

知
見
か
ら
推
測
し
て
み
よ
う
。

　
事
例
一
：
二
〇
〇
三
年
二
月
に
エ
ス

フ
ァ
ハ
ー
ン
州
モ
バ
ー
レ
ケ
県
ズ
ィ
ー

バ
ー
シ
ャ
フ
ル
新
市
（
人
口
九
〇
〇
〇

人
）
を
訪
れ
た
際
、
レ
ン
ジ
ュ
地
区
の

青
年
会
事
務
所
に
置
か
れ
て
い
た
パ
ソ

コ
ン
は
未
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
事
例
二
：
二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
イ

ラ
ン
北
西
部
の
東
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

州
ミ
ヤ
ー
ネ
県
ト
ル
キ
ャ
マ
ン
チ
ャ
ー

イ
（
人
口
七
〇
〇
〇
人
）
を
訪
れ
た
際
、

改
装
中
の
同
市
内
の
中
心
に
あ
る
金
曜

礼
拝
モ
ス
ク
の
地
下
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
カ
フ
ェ
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
る

と
聞
か
さ
れ
た
。

　
事
例
三
：
二
〇
〇
七
年
五
月
に
イ
ラ

ン
南
西
部
の
フ
ー
ゼ
ス
タ
ー
ン
州
デ
ズ

フ
ー
ル
県
サ
フ
ィ
ー
ア
ー
バ
ー
ド
市（
人

口
八
〇
〇
〇
人
）
を
訪
れ
た
際
、
個
人

の
住
宅
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
用
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
で
は
人
口
一

万
程
度
の
地
方
都
市
に
お
い
て
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
す
で
に
珍
し
い
も
の
で

は
な
く
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
自
分
の

住
む
村
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
が
及
ん

で
い
な
い
場
合
で
も
近
隣
の
町
に
行
け

ば
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
程
度
ま

で
普
及
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
イ
ラ
ン
の
地
方
農
村
部
に
住
む
多

く
の
若
年
層
は
、
決
し
て
革
命
防
衛
隊

傘
下
の
バ
シ
ー
ジ
ュ
組
織
（
元
々
は
イ

ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
時
の
民
間
義
勇
兵

組
織
で
、
現
在
で
は
多
く
の
場
合
青
年

会
組
織
の
よ
う
な
も
の
）
の
末
端
と
し

て
中
央
権
力
の
側
か
ら
一
方
的
に
動
員

さ
れ
る
存
在
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
衛
星
放
送
、
さ
ら
に
高
校
や

大
学
な
ど
の
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
大
都
市
の
中
間
層
青
年
と
ほ
ぼ

同
じ
レ
ベ
ル
の
情
報
環
境
を
生
き
て
い

る
の
で
あ
る
。

●�
現
在
ま
で
お
よ
ぶ
イ
ラ
ン
・
イ

ラ
ク
戦
争
の
影

　
二
〇
〇
九
年
六
月
以
降
の
テ
ヘ
ラ
ン

を
中
心
と
す
る
抗
議
運
動
に
対
し
て

は
、レ
バ
ー
セ
・
シ
ャ
フ
シ
ー
（
バ
シ
ー

ジ
ュ
組
織
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
「
私

服
」
取
締
官
）
に
よ
る
激
し
く
暴
力
的

な
弾
圧
劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
れ

に
注
目
す
る
議
論
の
多
く
は
こ
こ
に
顕

在
化
し
て
い
る
「
イ
ラ
ン
社
会
内
部
の

亀
裂
」
を
「
都
市
中
間
層
」
対
「
地
方

貧
困
層
」
の
対
立
と
し
て
単
純
に
把
握

し
て
き
た
。
だ
が
上
記
の
よ
う
な
革
命

後
三
〇
年
間
の
イ
ラ
ン
地
方
農
村
部
の

静
か
な
変
容
を
前
提
に
す
る
と
、
イ
ラ

ン
に
お
い
て
民
主
化
に
む
け
て
の
政
治

的
な
運
動
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
は
む

し
ろ
別
の
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
て
く
る
。

　
一
九
九
七
年
に
公
開
さ
れ
た
エ
ブ

ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ハ
ー
タ
ミ
ー
キ
ヤ
ー
監

督
の
『
ア
ジ
ャ
ン
セ
・
シ
ー
シ
ェ
イ
ー
』

（
ガ
ラ
ス
の
旅
行
代
理
店
）
と
い
う
映

画
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
に
従
軍

し
た
主
人
公
ア
ッ
バ
ー
ス
が
そ
の
後
の

戦
後
復
興
か
ら
自
由
化
へ
と
い
う
社
会

の
風
潮
の
な
か
で
急
速
に
社
会
の
片
隅

に
追
い
や
ら
れ
て
い
く
苛
立
ち
と
世
代

的
な
断
絶
を
テ
ー
マ
に
据
え
て
い
た
。

こ
れ
に
続
く
同
監
督
の
『
モ
ウ
ジ
ェ
・

モ
ル
デ
』（
死
の
波
）
で
は
、
イ
ラ
ン
・

イ
ラ
ク
戦
争
の
末
期
に
米
軍
艦
に
よ
っ

て
故
意
に
撃
墜
さ
れ
た
民
間
機
の
無
告

の
死
者
た
ち
が
波
間
に
浮
か
ぶ
光
景
が

映
し
出
さ
れ
、
物
語
は
国
際
政
治
の
軋

轢
の
な
か
で
偽
善
的
な
判
断
を
強
い
ら

れ
た
イ
ラ
ン
海
軍
の
一
兵
卒
の
そ
の
後

の
葛
藤
を
描
い
て
い
る
。

　
一
九
八
九
年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
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停
戦
か
ら
二
一
年
、
現
在
の
イ
ラ
ン
政
権

が
地
方
農
村
部
を
含
む
イ
ラ
ン
社
会
と

の
あ
い
だ
で
有
し
て
い
る
最
大
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
前
述
の
よ
う
に
数
十
万

人
の
戦
死
者
（
シ
ャ
ヒ
ー
ド
）
の
家
族

を
中
心
と
す
る
戦
争
家
族
と
復
員
兵
た

ち
で
あ
る
。
実
際
筆
者
が
訪
れ
た
地
方

中
小
都
市
（
ル
ー
ス
タ
ー
・
シ
ャ
フ
ル
）

に
お
い
て
国
家
の
功
労
者
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
当
時
四
〇
〜
五

〇
代
の
こ
う
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
戦

争
関
係
者
た
ち
は
、
必
ず
し
も
現
実
に

ハ
ー
タ
ミ
ー
キ
ヤ
ー
が
描
く
よ
う
な
社

会
と
の
断
絶
に
苦
悩
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
だ
が
そ
れ
だ
け
に
彼
ら
の
息
子

た
ち
の
世
代
で
あ
る
一
〇
代
か
ら
二
〇

代
の
青
年
た
ち
の
な
か
か
ら
、
バ
シ
ー

ジ
ュ
組
織
の
終
末
論
的
・
マ
フ
デ
ィ
ー

待
望
論
的
な
思
想
教
育
に
感
化
さ
れ
て

極
端
な
排
外
主
義
の
矛
先
を
彼
ら
の
社

会
の
隣
人
た
ち
に
も
向
け
る
タ
イ
プ
が

育
っ
て
き
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
背

景
に
あ
る
彼
ら
の
鬱
積
の
大
き
な
要
因

は
や
は
り
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
と
い

う
国
民
的
な
体
験
が
未
だ
に
充
分
に
消

化
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
当
初
、
ホ

メ
イ
ニ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。「
我
が
国
軍
や
革
命
防
衛
隊
の
武
装

兵
士
の
勇
猛
さ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
初
期

の
信
徒
た
ち
の
勇
猛
さ
に
も
比
肩
す

る
」。
西
側
の
提
供
す
る
イ
ラ
ク
の
最
新

兵
器
に
人
海
戦
術
で
抵
抗
す
る
べ
く

次
々
と
前
線
に
送
り
込
ま
れ
た
兵
士
た

ち
は
、
国
軍
の
兵
士
で
あ
れ
自
ら
志
願

し
た
バ
シ
ー
ジ
ュ
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

こ
の
戦
争
へ
の
挺
身
が
自
ら
の
奥
底
に

あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
信
仰
に
直
結
す

る
と
信
じ
て
戦
っ
た
に
違
い
な
い
。
あ
る

い
は
ま
た
そ
の
よ
う
な
信
仰
に
全
人
格

を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
自
分

の
肉
親
を
守
る
た
め
と
い
う
思
い
で
戦
っ

た
兵
士
も
少
な
か
ら
ず
い
た
だ
ろ
う
。

だ
が
こ
の
戦
争
で
命
を
落
と
し
た
兵
士

た
ち
の
家
族
に
と
っ
て
、
戦
争
は
ど
の
よ

う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
九
八
八
年
八
月
に
国
連
決
議
五
九

八
号
を
受
諾
し
、
イ
ラ
ク
と
の
停
戦
に

応
じ
て
か
ら
以
降
の
イ
ラ
ン
は
、
国
民
の

甚
大
な
流
血
を
伴
っ
た
こ
の
戦
争
の
意

味
を
充
分
顧
み
て
過
去
を
清
算
す
る
間

も
な
く
、
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
大
統
領

を
は
じ
め
と
す
る
戦
争
の
当
事
者
自
身

が
戦
後
の
復
興
と
経
済
発
展
、
政
治
的

な
改
革
へ
と
時
代
の
転
換
を
慌
た
だ
し

く
推
し
進
め
て
い
っ
た
。
か
つ
て
革
命
防

衛
隊
員
と
し
て
戦
争
を
側
面
か
ら
支
え
、

そ
の
後
は
地
方
行
政
畑
を
歩
い
て
き
た

ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
が
大

統
領
に
な
っ
た
二
〇
〇
五
年
の
第
九
期

大
統
領
選
挙
は
、
イ
ラ
ン
史
上
初
め
て

の
決
選
投
票
に
お
い
て
激
し
い
論
戦
の

う
え
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
候
補
を
破
っ

た
と
い
う
意
味
で
も
極
め
て
象
徴
的
で

あ
る
。
イ
ラ
ン
国
民
は
政
府
の
戦
後
処

理
の
あ
り
方
や
戦
争
責
任
者
の
身
の
処

し
方
に
対
し
て
不
満
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

を
巡
る
無
言
の
批
判
が
革
命
強
硬
派
の

ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
を
大
統
領
に

ま
で
押
し
上
げ
た
側
面
を
決
し
て
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

●�

お
わ
り
に

│
│

イ
ラ
ン
の
民
主

化
は
可
能
か

　
二
〇
〇
五
年
の
選
挙
を
め
ぐ
る
論
評

を
改
め
て
読
む
と
、
四
年
後
の
選
挙
後

に
噴
出
し
た
イ
ラ
ン
国
内
の
政
治
的
問

題
が
こ
の
時
点
に
お
い
て
す
で
に
出

揃
っ
て
い
た
と
の
感
を
強
く
す
る
。
ア

フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
は
第
一
期

中
に
す
で
に
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
ポ
ー

ズ
を
取
り
つ
つ
革
命
防
衛
隊
へ
の
政
治

的
・
経
済
的
な
権
限
の
集
中
を
進
行
さ

せ
て
い
た
。
二
〇
〇
九
年
の
選
挙
後
に

お
け
る
抗
議
運
動
の
盛
り
上
が
り
は
、

ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
の
こ
う

し
た
軍
事
独
裁
政
権
化
が
第
二
期
に
お

い
て
さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
へ
の
強
い

危
機
感
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
二
〇
一
〇
年
春
以
降
の
イ
ラ
ン
の
内

政
は
表
明
的
に
は
平
静
を
取
り
戻
し
て

い
る
と
は
い
え
、
革
命
後
三
一
年
間
続

い
て
き
た
現
在
の
体
制
の
正
統
性
は
大

き
く
揺
ら
い
で
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
背

景
に
あ
る
イ
ラ
ン
社
会
の
構
造
的
な
変

化
を
み
れ
ば
、
イ
ラ
ン
の
革
命
以
来
の

イ
ス
ラ
ー
ム
体
制
は
す
で
に
理
念
的
に

も
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
考

え
る
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
革
命
後
の
イ
ラ
ン
は
こ
れ
ま
で
独
自

の
内
的
発
展
経
路
に
よ
る
市
民
社
会
の

形
成
を
徐
々
に
実
現
し
て
き
た
。
そ
れ

は
社
会
、
文
化
、
芸
術
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、
こ

の
流
れ
を
イ
ス
ラ
ー
ム
統
治
体
制
の
政

治
的
理
念
に
よ
っ
て
押
し
留
め
る
こ
と

は
も
は
や
不
可
能
な
段
階
に
入
っ
て
い

る
。
イ
ラ
ン
の
民
主
化
に
向
け
て
新
た

な
政
治
的
・
文
化
的
潮
流
を
形
づ
く
る

べ
き
主
な
担
い
手
は
都
市
中
間
層
の
若

者
、
学
生
、
女
性
で
あ
ろ
う
。
他
方
現

在
の
イ
ラ
ン
社
会
に
お
い
て
は「
都
市
」

の
概
念
自
体
が
か
つ
て
無
い
ほ
ど
全
国

的
に
拡
散
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
す
そ
野

は
筆
者
の
理
解
に
よ
れ
ば
旧
来
の
社
会

イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
イ
ラ
ン
分
析
の
前
提

条
件
を
は
る
か
に
超
え
て
拡
が
っ
て
い

る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
統
治
体
制
の
名
の
も

と
に
軍
事
独
裁
政
権
の
永
続
を
狙
う
現

体
制
と
非
暴
力
的
な
民
主
化
を
志
向
す

る
市
民
勢
力
の
あ
い
だ
の
闘
争
は
、
実

際
に
は
こ
の
広
大
な
社
会
階
層
を
め

ぐ
っ
て
戦
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い

の
で
あ
る
。


